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１．実践のねらい 

 
本実践は、中学校社会科・地理的分野において、講義や専門家による特別授業などを含
めた、様々な輸送手段の特徴を考え続ける単元を開発することで、輸送手段が多様化する
現代社会において、とくに海上輸送の特徴を的確に把握するとともに、海上輸送が果たす
べき役割や今後の可能性を追究し続けることのできる生徒の育成をねらいとして取り組ん
だものである。 
 
２．実践計画 
 
２．１  実践の背景 
本実践に取り組んだ背景として、「地域の特色」と「地理的分野の教科書から見える課題」
という 2点がある。 
（１）地域の特色：函館市及びその近郊での輸送手段の多様化 
2016 年 3 月に北海道新幹線が開業し、新函館北斗駅（北斗市）から東京駅まで、乗り換
えを要せずに鉄道での移動が可能になった。また函館は、日米和親条約の締結による開港
地であるとともに、北海道と本州を結ぶ青函連絡船の拠点として、古くから海上輸送とと
もに発展してきた歴史を持っている。そして、羽田空港・伊丹空港・中部国際空港などへ
の定期便を持つ函館空港は、市内中心部から比較的近距離（JR 函館駅からおよそ７km）
に位置している。 
このように、函館市及びその近郊は、過去・現在・未来において、陸（新幹線）・海（フェ
リー）・空（航空機）という 3つの輸送手段の重要な拠点という特色をもつ地域であるとい
える。 
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（２）地理的分野の教科書から見える課題：輸送手段に関する内容や取扱いの少なさ 
中学校社会科・地理的分野の教科書では、海上輸送をはじめとした輸送手段に関する内
容や取扱いがきわめて少ないことを指摘できる。地理的分野平成 28 年度版教科書として
作成されている 4社の教科書では、輸送手段の記述はいずれも見開き 1ページ以内となっ
ている。確かに、輸送手段が事象の一部となっている記述は、分野を問わず散見される（例
として、地理的分野「日本の諸地域」における「中国・四国地方」など）ものの、輸送手
段を中心に据えた記述量は決して多いとは言えない。このうち海上輸送については、さら
に分量が少なくなっている。しかし、海上輸送は、さまざまな品目を諸外国からの輸入に
頼っている我が国にとって、たいへん重要な地理的事象である。 
以上、2 つの背景を踏まえて、多様な輸送手段が並存する地域に位置する本校の特色を
生かすとともに、海上輸送に関する教科書での記述量が少ないという課題を克服し、今後、
それぞれの輸送手段の特徴や強みを把握した上で、人やモノの移動について、どの輸送手
段をどのように活用していくかを考え、判断することのできる資質・能力を育成する授業
実践が求められると考えた。 
そこで本実践では、国際海洋都市・函館に位置する中学校で学ぶ生徒として、とくに海
上輸送に注目して、海上輸送の役割や可能性を追究することのできる単元の開発に取り組
むこととした。 
 
２．２  活動計画 
2017 年 4 月に策定した活動計画は、以下の通りである。 
月 活動計画 
4 単元の指導計画の立案・作成 
5 各輸送手段の授業協力者の依頼・調整、打ち合わせ 
6 外部講師による単元および授業に関する指導・助言 
7 本単元の授業実施①（第 1時～第 3時） 
8 
 
（夏季休業中）希望生徒によるフェリー乗船等体験 
本単元の授業実施②（第 4時～第 8時）※第 4～6 時に授業協力者を招聘 

9 本校学校祭でのポスター発表 
11 HAKODATEアカデミックリンクでのポスター発表 
12 北海道教育大学函館校ウィンターフェスでのポスター発表 
また、2017 年 4 月に立案した単元における各単位時間の学習内容は以下の通りである。 
時数 学習内容 
1 世界及び日本各地を結ぶ輸送手段の多様化について、教科書及び地域の輸送手段

の状況に関する資料を用いて理解する。 
2 第 1 学年に学習した「世界の諸地域」に関する学習内容について、陸上輸送・海

上輸送・航空輸送の 3つの視点から捉え直し、図表に整理する。 
3 第 2 時に整理・作成した図表等に基づいて、各輸送手段の特徴を整理する。 
4 陸上輸送に関する授業協力者を招聘し、各輸送手段に関する説明を受けるととも

に、整理した各輸送手段の特徴に対する助言を受ける。 
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5 航空輸送に関する授業協力者を招聘し、各輸送手段に関する説明を受けるととも
に、整理した各輸送手段の特徴に対する助言を受ける。 

6 海上輸送に関する授業協力者を招聘し、各輸送手段に関する説明を受けるととも
に、整理した各輸送手段の特徴に対する助言を受ける。 

7 
・ 
8 

国際海洋都市・函館に位置する中学校で学ぶ生徒として、とくに海上輸送に着目
し、その役割や可能性を追究する。また、その追究の成果に関するポスターを作
成し、まとめる。 

 
２．３ 実践によって期待される成果及び学習効果 
本実践によって期待される成果及び学習効果として、以下の 3点を想定した。 
（１）教科書における記述が少ない海上輸送について、具体的な地域と関連させた考察を 

行うことを通して、その重要性や果たしている役割の大きさを理解することができ 
る。また、世界や日本における海上輸送の課題等に興味を持ち、その解決のために 
追究し続ける態度を育むことができる。 

（２）海上輸送の要所として、身近な地域を素材として扱うことができ、郷土に対する一 
層の理解や愛情を育むことができる。 

（３）海上輸送の役割は、歴史的分野（例として、「菱垣廻船」や「西廻り航路」など） 
においても重要な視点であり、歴史的事象に対するより深い理解をもたらすことが 
できる。 

  上記の「期待される成果及び学習効果」に関する評価は、本実践における「単元を貫く
学習課題」に対する生徒の記述状況及び単元末に作成するポスターの内容、授業時の生徒
の様子等に基づいて実施する。 
なお、「単元を貫く学習課題」については、3.2(1)において詳述する。 
 
３．実践内容 

 
３．１  実践概要 

 
図 1 実践の展開 
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３．２  実践の具体的な内容 
（１）単元の指導計画の立案・作成（4～5 月） 
 本実践に関する単元の指導計画の立案にあたり、本校社会科が 2015 年度より実践研究
に取り組んでいる「単元を貫く学習課題」の設定を軸とした単元構成とすることとした。
「単元を貫く学習課題」とは、問題解決的な学習を意図的・計画的に展開したり、単元の
指導目標を達成したりするために、学習者が単元を通して追究し続ける学習課題であり、
学習者が、単元前、単元を構成する単位時間の授業末、単元の学習後に取り組むものであ
る1） 

  本単元では、単元の指導目標として「世界的視野から日本と世界との交通・通信網の発
達の様子や物流を理解するとともに、国内の交通・通信網の整備状況を取り上げ、日本と
世界の結び付きや国内各地の結び付きの特色を大観することができる。」を設定した。そし
て、目標を達成するために、「私たちは、陸上輸送、海上輸送、航空輸送をどのように使い
分けていくことができるのか？」を、単元を貫く学習課題として設定した。なお、この学
習課題を設定するために、本単元前の授業において、授業者と生徒との間での、これまで
に利用したことのある輸送手段とその状況に関する問答を行い、これまでの生活経験に基
づいた輸送手段の選択に意識を向けさせる工夫を行った。このとき、とくに「人」の輸送
に生徒の意識が向くことが予想されたため、「モノ」の輸送や、自分以外の多様な人々（幼
児、高齢者、妊娠中の女性など）についても考えることを促す等の手立てを講じた。立案
した単元の指導計画を表 1に示す。 
（２）各輸送手段の授業協力者の依頼・調整、打ち合わせ（5月） 
 開発する単元の 4～5時に実施する「航空輸送と海上輸送の企業による特別授業」での授
業協力者への依頼・調整、打ち合わせを行った。なお、航空輸送は日本航空株式会社函館
空港所、海上輸送は津軽海峡フェリー株式会社に授業協力の依頼を行った。 
（３）希望生徒によるフェリー乗船等体験（7月） 
 開発する単元において海上輸送の役割と可能性を検討する際に、自らの体験に基づいて 
 

   
 図 2 ブリッジ見学の様子 図 3 八甲田丸見学の様子 
                                           
1） 北海道教育大学附属函館中学校「思考力・判断力・表現力等の育成を目指した単元構成の工夫・改善-

『単元を貫く学習課題』の設定に基づいた指導方法等の工夫-」、『中等教育資料 平成 29 年 8 月号 第

975号』、文部科学省、平成 29年 8月、36頁-39頁 
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考察したり、自らの体験を伝えながら他者とともに検討したりすることができる生徒を育 
成するために、希望生徒によるフェリー乗船等の体験学習を実施し、函館市から青森市へ
フェリーで移動する学習活動を行った。フェリー乗船時には津軽海峡フェリー株式会社の
協力を受け、ブリッジ見学等を実施した（図 2）。また青森市では、青函連絡船メモリアル
シップ八甲田丸を見学し、元船長の方にご案内いただいた（図 3）。なお復路は、北海道新
幹線に乗車し、乗車までの時間や手続き、乗り心地などについてフェリーとの比較を行っ
た。 
 

表 1 単元の指導計画 

 

（４）本単元の授業展開（10～11 月） 
 本単元の授業は、以下のように展開した。 
＜単元前＞ 
本単元前の授業では、（１）で述べたように、授業者と生徒との間での、これまでに 
利用したことのある輸送手段とその状況に関する問答を行い、これまでの既習事項や生 
活経験に基づいた輸送手段の選択に意識を向けさせた。その後、本単元の「単元を貫く 
学習課題」である「私たちは、陸上輸送、海上輸送、航空輸送をどのように使い分けて 
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いくことができるのか？」について、単元の学習前の段階での自らの考えや判断を記述 
させた。 
＜第 1時＞ 
 第 1 時では、主に教科書の記述に基づいて、交通網および情報通信網の拡大・発達の
現状や、外国や日本国内での人やモノの移動の活発化について、講義を行った。 
＜第 2～3時＞ 
第 2～3 時では、陸上輸送・海上輸送・航
空輸送が実際に果たしている役割やそれぞ
れの特徴について、教科書や資料集、地図
帳等を活用して、4 人 1 組のグループごと
に調査する学習活動を実施した（図 4）。 
＜第 4～5時＞ 
第 4 時では、日本航空株式会社 函館空港

所の方々（グランドスタッフ及び整備士）
を講師としてお招きし、特別授業として航
空輸送の強みや特徴について、画像や映像
などの豊富な資料や具体例に基づいた講義
を行なっていただいた。これは、7月に実施
したフェリー乗船等体験の復路での北海道
新幹線利用と同様に、海上輸送の強みや可
能性を検討するためには、他の輸送手段に
関する十分な理解が不可欠であると考えた
ためである。 
第 5 時では、津軽海峡フェリー株式会社
の方々を講師としてお招きし、特別授業と
して海上輸送の強みや特徴について、画像
や映像などの豊富な資料や具体例に基づい
た講義を行なっていただいた（図 5）。 
なお、単元の指導計画では、陸上輸送に
関する特別授業の実施を予定していたが、調整の都合上、今年度実施することができな
かったため、特別授業の実施時間数は 2時間となった。 
＜第 6～8時＞ 
第 2～3 時で構成した 4人 1組のグループを再度結成し、これまでの講義や特別授業、
調査等の内容を活用して、「海上輸送が果たすべき役割や可能性」について考察を行った。
その後、考察の成果としてポスターを作成した（図 6）。1つの学級につき 9つのグルー
プが構成されたことから、全部で 27 枚のポスターが作成された。このうち、内容及び構
成等の観点から生徒相互による評価活動を行い、多くの支持を得た上位 3グループの作
品を選出した（作成されたポスター例として図 7）。 
 
 

 
図 4 第 3 時の学習活動の様子 

 

 
図 5 津軽海峡フェリー株式会社による 

特別授業の様子 
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図 7 作成されたポスター例 
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また、第 8時の授業の最後には、単元の
全ての学習を踏まえて、単元を貫く学習課
題である「私たちは、陸上輸送、海上輸送、
航空輸送をどのように使い分けていくこと
ができるのか？」に対する生徒個々人の考
えを記述させた。 
（５）発表 
（４）の学習活動において選出された 3
つのグループについて、「海上輸送の役割と
可能性」をテーマとしたポスター発表を、
2018 年 3 月 16 日に実施した（図 8）。 
なお、活動計画においては、本学行事や
HAKODATE アカデミックリンク等の校
外の機会を活用して発表を実施する予定で
あった。しかし、時期の調整の関係上、今
年度は、校内での発表会を実施した。 
 
4．実践の結果 

 
４．１  成果 
 本実践によって期待される効果及び学習効
果として示したうち、次の 3 点を成果として
得ることができた（図 9～11 において、「単元
を貫く学習課題」に対する 3 名の生徒の単元
前と単元後の記述の変容を示す）。 
・生徒は、大量輸送によって安価での輸送が可能となる海上輸送の特色や、世界の物資輸
送での海上輸送の重要性を理解することができた。また、そうした特色等を踏まえた上
で、航空輸送や陸上輸送との使い分けの在り方、とくに青函地域における海上輸送の在
り方や可能性を具体的に検討し提案する姿が見られた。さらに、それらを検討する際に
は、資料集やインターネットなどを適切に活用して、自らに必要な情報を収集し選択す
る姿が見られた。 
・これまで生徒にとって地域の一事象に過ぎなかったフェリーをはじめとした海上輸送を
入口として、函館を含めた地域における海上輸送が歴史的に果たしてきた役割への認識
を新たにする姿が見られた。とくに青函連絡船については、旅客だけではなく、鉄道の
「連絡船」であったことを本単元の学習によって初めて知った生徒が多かった。 
・単元前にフェリー乗船等体験に参加した生徒は、フェリーの快適性や安全性確保のため
の取組について、自らの体験に基づいて理解することができた。このことによって、単
元の授業における生徒同士での検討の場面では、自らの体験に基づいて役割や可能性を
積極的に考案し、ともに検討する他者に伝えようとする姿が見られた。 
また、海上輸送に関する単元開発について、次の 2点を成果として得ることができた。 

 
図 6 ポスター作成に向けて「海上輸送が

果たすべき役割や可能性」を考案し
ている様子 

 

 
図 8 ポスター発表の様子 
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・中学校社会科（地理的分野）では、輸送手段に特化した内容がきわめて少ないが、本実
践によって、主に「海を使う」という視点に立った海洋教育の実践が可能になるととも
に、社会科として輸送手段に関する学習を豊かなものにできることが明らかとなった。 
・本単元の指導において、授業者が海洋教育の視点を有することによって、海上輸送の役
割や可能性を生徒が追究する際、単に輸送手段としていかに「海を使う」のかという視
点だけではなく、「海に親しむ」等の海洋に対する様々な視点や幅広い資料の提供や助
言・指導等を行うことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 「単元を貫く学習課題」に対する生徒 A の記述の変容（3 つの輸送手段を使い

分ける際の視点として、「距離」「速さ」「量」を示している。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 10 「単元を貫く学習課題」に対する生徒 Bの記述の変容（3 つの輸送手段の特徴

を指摘しながら海上輸送の優位性を示している。） 
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図 11 「単元を貫く学習課題」に対する生徒 Cの記述の変容（3 つの輸送手段の使い

分けを考えるために、「観光面」「輸出物」「利便性」という視点から再整理して
いる。） 

 
４．２  課題 
・海上輸送という視点から歴史的事象をとらえることについては、具体的な成果を確認す
ることはできていない。海上輸送は、分野を超えて事象をとらえることのできる視点の
一つであることから、その可能性を今後も探っていきたい。 
・特別な地域で実施できる実践事例の一つとしてではなく、他地域でも実践することが可
能な単元に本実践を再開発していくことが必要である。そのためには、単元の指導計画
だけではなく、他教科との具体的な連携や本実践で活用した教材等を汎用性の高いもの
へと整備していく必要がある。 
・海上輸送の役割や可能性を考察した際、効率性や公正さ、実現可能性などを十分に考慮
していない案が見られた。この点を克服するためには、第 3学年における「現代社会を
とらえる見方や考え方」や企業、財政などの学習の際において、2 学年で検討したもの
を再度検討することで、案をより精選していくことができるのではないかと考えている。 
 
なお、本校社会科では、本稿において詳説した 2017 年度実践の結果を踏まえて、2018 年
度には開発した単元の改善に取り組んでいる。 
また、本稿で示した図表のうち、表 1及び図 1～7は筆者によるものであり、図 8～11 は
北海道教育大学附属函館中学校第 2学年（2017 年度）によるものである。 
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